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1970 年 2 月 14 日生まれ Ａ型 48 歳 逗子市沼間 1－8－2 

略歴: 沼間小卒業・逗子中卒業・私立横浜商工高等学校卒業（有）匂坂畳店入社  

逗子市商工会青年部部長・逗子葉山青年会議所理事長・逗子葉山建設組合青年部長

沼間小ＰＴＡ会長・逗子市ＰＴＡ連絡協議会会長・神奈川県ＰＴＡ協議会常任理事 

家族構成: 妻と長女(大学 2年) 次女(中学 2年)長男(小学 6年)   

基地対策特別委員長、予算・決算特別委員長、議会運営委員会委員長 

総務常任委員長  現在 三期目 教育民生常任委員長 所属会派 市政クラブ 

 

 

 

第４回定例会が１１月２日～２０日に行われました。今定例会では、平成30年度の一般会計補正

予算、国民健康保険事業特別会計補正予算が提出され可決、一部修正可決されました。その他の

主な議案は、逗子市下水道事業の設置等に関する条例の制定について(可決)、逗子市市税条例の

一部改正について(可決)、逗子市放課後児童クラブ条例の一部改正について(否決)、逗子市放課

後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について(可決)、逗子

市コミュニティセンター条例の一部改正について(否決)、逗子文化プラザ市民交流センター条例

の一部改正について(否決)、逗子市都市公園条例の一部改正について(否決)、逗子市営住宅条例

の一部改正について(可決)、逗子市立体育館条例の一部改正について(否決)、その他、意見書案、

決議案、陳情の審議がされました。 

 

 

 

 

○市民活動支援補助金交付事業 

○市民活動推進システムに係る 

補助金等審査委員会経費 

○社会参加・市民活動ポイント(ＺＥＮ) 

システム運用事業 

○交通整理員設置事業 

○親子の遊び場支援事業 

 

その他、29 年度に廃止となった 10 事業、31

年度から廃止が決まっていた 3事業を含めて 

 18 事業が廃止になりました。 

 保留とし、財政対策としての検討を継続する 

 のが 11 事業。 

新市長が誕生したので復活を期待しています 

 

 

市は、これまで高齢者の健康で明るい生活の向

上を目的に、健康の相談・増進・教養の向上を

図るため、高齢者センターを運営してきました。

29 年 5 月、浴場のボイラー故障等により休止と

なり、その影響で 29 年度、高齢者センターの利

用状況が、28 年度と比較して利用者が 12,726 人

も減りました。この間、多く市民から早期再開

への要望、陳情が市議会に寄せられていました

が、今年度、修繕費が

予算化され、再開する

ことが決定しました。

また、高齢者センター

の管理・運営について、

10月から指定管理者に

移行する予定です。 
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11 月 14 日、防衛省南防衛局から逗子市へ神奈川

県内の米軍施設・区域の整理等について、日米

合同委員会の内容の説明を受けました。本市に

関する内容としては、①池子住宅地区及び海軍

補助施設の横浜市域における家族住宅等の建設

は取りやめること。②今後、生活環境の向上の

ため、池子住宅地区及び海軍補助施設の逗子市

域に生活支援施設、運動施設、修繕用作業所及

び消防署を整備すること。以上が日米合同委員

会で承認された。 

・生活支援施設 1 棟 約 11,600 ㎡ 

・運動施設   1 棟 約 2,000 ㎡ 

・修繕用作業所 1 棟 約 2,800 ㎡ 

・消防署    1 棟 約 1,400 ㎡ 

 

市長からは今般、池子住宅地区及び海軍補助施

設の横浜市域の追加建設が取りやめになり、約

37 ヘクタールの緑が守られたことは、池子の森

を守るという永年の逗子市民の願いが形として

残り喜ばしい。一方で逗子市域ヘの各施設の整

備については、突然の計画であり、場所も特定

されておらず、今後も現時点で理解できるもの

ではない。池子の森を守るという原点を基本に、

交渉していきたいと考えを示しました。 

危険なブロック塀への対策として、ブロック塀撤

去補助制度を設けるべきと９月の定例会の一般

質問で提案、市長は国庫補助制度を活用し、調査

結果を踏まえて、どういう制度設計が適切かを検

討していくとの答弁がありました。今定例会にお

いて、私の一般質問の答弁で市は、31 年度にブ

ロック塀撤去補助制度導入の方針を示しました。 

 

児童が登下校に使用する学校周辺道路のブロッ

ク塀実態調査の調査結果を受け、道路面からの高

さ 1.2ｍ超のブロック塀及び損傷が確認され、精

査が必要と思われる箇所を技術職員が重点的に

再調査の結果について、1.2ｍ超のブロック塀 

３３６件、うち危険性が高いと思われるため対応

が必要なものが５２件ありました。 

 

 

得 票 数 氏  名 党 派 新 旧 

当  13，237 桐ケ谷 覚  無   新 

10，326 平井 竜一   無   現 

８年ぶりの選挙戦となった逗子市長選は、財政の危機、対策を争点に新人と現職の一騎打ちになり

ましたが、財政悪化を招いたとの批判は根強く、市政刷新を訴えた桐ケ谷氏が当選を果たしました。 
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